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「マジですか。100 枚描いたら 100 点ですね」と





































































































































ここで、皆さん覚えていますか。2011 年 7 月









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































すね。「See you again」でも、「Good bye」でも
なくて「また会おうよ、世界の空のどこかで」な
んです。そうか、みんなエアラインのパイロット
目指しているし、先輩たちは空で会うんだな。俺
は飛行機の免許が取れるということで軽い気持ち
で取っただけで、学校に戻らなければいけないか
ら。
そうして日本に帰ってきて 3ヶ月くらい経った
とき、テレビで自分の前に飛び込んできた映像、
日本人のパイロットの事故。〇〇スクールでパイ
ロットを目指している人が何かで墜落した。自分
はその映像を見た瞬間、ちょっと待って。一緒に
ご飯を食べて、夢を見て、パイロットになりたい
といっていた先輩が、え、どうして死ぬの？ ど
うして落ちたの？ あれだけ上手なのに。そのと
き初めて自分はスクール学校に入るときのこの言
葉の意味がわかったのです。「母よりも恋人より
も空が好きか」要するに、生きるか死ぬかの瀬戸
際で、仕事する、それがエアラインのパイロット
だ。パイロットというものは、そういうものなの
だ。ただ一度滑走路に出て、飛び立つ瞬間は、何
より空が好きだと言えなければ何もできない。初
めてその言葉の重さがわかったのです。
先輩の事故を知って、自分は甘いままずっと生
きていたなと。みんな命がけで真剣に勉強してい
て、どうして俺はこんなに甘いのか。どうやった
ら、もっと命がけで俺もこうやってやれるのかな。
自分には夢もなかったし、甘えが多かったのでは
ないか。だから世界に出て初めてわかったのです。
本当に一生懸命、一生懸命毎日夢を見ながら生き
ている人たちがいる。そのときに考えたのが、魅
力ある人生の追求をしようと言うことなのです。
これはその先輩の写真です。常に前向きで、何
とかなるんだと、最後に写真をもらったのですが、
この先輩たちと出会わなかったら、今こうして、
話をする仕事もしていないでしょう。そして夢や
愛についても語らないでしょう。たぶん普通に仕
事をして、普通に終わっていたかも知れない。で
も生きるということがどういうことなのかと、真
剣に考えさせられて、自分はこの先輩たちから学
んだことを伝えていきたいなと思いました。
だから学生の皆さんも、自分の中でやはり一日
一生の気持ちで本気になって生きて欲しいし、い
つ自分のやりたいことがやれなくなるかも知れな
い、でもどうなっても、自分がやりたいことをや
れる道を歩んで欲しいし、勝負してほしいなと思
います。
このペップトークというものが、そういう意味
では、自分自身の最後の飛行かも知れないし、周
りの人たちを押していくというところかも知れま
せん。でもその答えは今日、聞いた皆さんが出す
ことだと思いますので、学んだことをしっかりと
これからの人生に生かして下さい。これで今日の
私の講演を終わりにします。今日はどうもありが
とうございました。
司会／ありがとうございました。ここで大変良い
機会ですので、ご質問がある方、お受けしたいと
思いますが、ご質問ある方は挙手していただきた
いと思います。
会場／ちょっと聞きたいのですが、試験の話のと
きに、自分のできるところからやっていくという
話だったのですが、自分でビジネスの本などを読
んでいると、仕事ができる人はできないことや面
倒くさいことからできる人だということが書いて
あって、ビジネスに興味があるので、そちらでは
どうなのかなという話をお聞きしたいです。
堀内／なるほど、良い質問ですね。ビジネスの本
は一定のライン向けに書いてあり、やるというレ
ベルの高い人なのです。始めから高い人は基本の
ベースができているので、できていないところを
磨いていけばいいと思うのですが、そのレベルで
ないうちに始めからそれをやってしまうと多くの
人が挫折するのですよ。たとえば、日本人の平均
の年齢ですと 38 歳くらいから経営者になる人が
一番多いのです。土台をつくっていって、38 歳
くらいから独立する。まさに自分も 38 歳で独立
なのですが、そのときには自分の長所をしっかり
と生かした上で、独立したときに、足りないとこ
ろを補っていくというのがうまくいくのです。自
分は大学で経営学修士をずっと勉強していたので
すが、ビジネスの成功理論をかみ砕いていくと、
やはり最初は長所からやっていった方が良いと書
いてあるのです。ビジネス本の書き方というのは
非常に微妙ですね。ああいう本は、難しく書かな
いと売れないところがあるのですが、皆さんは、
まず入口はソフトに入って、途中からハードにし
て下さい。ありがとうございました。
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司会／ありがとうございました。他にございます
か？
それではお礼の言葉を廣田所長のほうから申し
上げます。お願いします。
廣田／堀内先生、今日はお話、ありがとうござい
ました。
まず夢を持つことと、それをしっかりイメージ
することというのを、最初の方にお話して下さっ
たと思いますが、そういったことを持つことから
初めて、ポジティブシンキング、そんなことがで
きてくるようになるのかなというようなことを考
えていました。
私自身は、感情の瞬発力と思考の瞬発力がちょ
っと弱いので、捉え方変換として欲しい変換でし
たね。そこはやはり少しトレーニングが必要だな
と思いましたけれど、そういったポジティブをと
いうのを、自分自身の中でも、それからみんなの
仲間の中でも、どういうふうにやって行くかとい
うのを、きっと心がけて考えていないとなかなか
できない部分なのかなというようにも思いますの
で、松本大学、ご近所からいらしていただいてい
る方もいらっしゃると思いますが、そういった思
考をして、ポジティブ語があふれ、ドリームサポ
ーターがあふれる学園であってくれるといいなと
いうように思いました。スポーツをしているの人
は案外できるのかなと思いますが、基本学生はお
説教を受けながら育ってきているので、そういう
ことが苦手かなとちょっと反省もしておりました
が、みんなでそういうことを心がけながら、先生
に教えていただいたことを、具体的に実現できる
ようにしていきたいなと思いました。
今日は本当にありがとうございました。
司会／堀内先生、本当にありがとうございました。
もう一度、盛大な拍手をお願いします。
それでは以上をもちまして、講演会を終了させ
ていただきます。先程配付しました資料の中に、
アンケートがございます。協会からのアンケート
と主催者側のアンケートと 2枚になっていますが、
それぞれ大変申し訳ございませんが、ご協力の上、
帰りこちらのほうからでていただくと回収箱がご
ざいますので、こちらからでていただきたいと思
います。よろしくお願いします。
本当に本日は、松本大学まで足をお運びいただ
きましてありがとうございます。お帰りの際には、
お手元にあります荷物を忘れないように、今日は
上着も厚いものを持ってきていただいている方も
多いと思いますので、是非忘れ物のないように身
の回りを見ていただいて、雪はやんでいますが、
足下の悪い中ですので、安全にお帰りいただきた
いと思います。
という言葉使いで良いのかなと、今ちょっと心
配になってしまいました。（笑）
堀内／最後にちょっとお願いがあるのですが、せ
っかく今日、こうやって皆さん元気な人が多いの
で、自分も全国の人に笑顔を届けたいなと思って
いますので、可能な人で結構なので、一緒に記
念写真を撮って送りたいなと思います。それで
facebook にあげて、みんなに元気なところ、み
んなを活性化させたいと思いますので、今日の感
想もインターネットで「堀内裕一朗」で検索をか
ければ出てきますので、そこで感想を入れてもら
っても結構です。協力をいただければと思います。
よろしくお願いします。
司会／先生の facebook に載せても良いよという
方は、終わりましたら記念写真を撮りたいと思い
ます。今日はありがとうございました。
